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論文審査結果の要旨 

本論文は、心筋虚血の診断に多く使われている心筋血流予備量比（FFR）と簡便な測定方

法である Resting Index (安静時指標)の RFR を 410 患者 573 病変に測定。一般的に心筋虚

血と診断される FFR0.80 以下に対して ROC 曲線で RFR の最適なカットオフ値は 0.92 であ

り FFR と強い相関を認めた(r = 0.66, p < 0.0001)。FFR で虚血陽性で RFR で虚血陰性で

ある不一致症例( high FFR/low RFR group）は 112 病変で全体の 20.9%であり、FFR で虚

血陰性で RFR で虚血陽性である不一致症例は 35 病変 (high FFR/low RFR group)で全体の

6.5%であった。 多変量解析では high FFR/low RFR group では女性、前下行枝病変、透析

患者が有意な因子として認められ、low FFR/high RFR group では body surface area と

前下行枝以外の病変が因子として認められた。結果的に FFR と RFR の不一致症例は透析と

前下行枝病変が有意な因子として認められた。Resting Index の RFR は心筋虚血の評価と

して優れた指標であるが、透析患者や前下行枝病変については過大評価する可能があると

の考えを始めて明らかにした臨床的に意義ある論文である。 

よって、本論文は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 

 


